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 支配株主等に関する事項について 

 

当社の支配株主等に関する事項は、以下のとおりとなりますので、お知らせいたします。  

なお、最近事業年度の末日後に親会社の異動が生じましたので、最近日現在の状況を記載しており

ます。 

 

１．親会社、支配株主（親会社を除く。）又はその他の関係会社の商号等 

（平成 29年4月24日現在） 

名称 属性 
議決権所有割合 発行する株券が上場されている 

金融商品取引所等 直接所有分 合算対象分 計 

ソフトバンク

グループ 

株式会社 

親会社 － 
54.6％ 

（間接保有） 
54.6％ 

株式会社東京証券取引所 

市場第一部 

ソフトバンク

グループイン

ターナショナ

ル合同会社 

親会社 54.6％ － 54.6％ － 

（注）ソフトバンクグループ株式会社は、ソフトバンクグループインターナショナル合同会社の完全親会

社です。 

（注）ソフトバンクグループジャパン合同会社は平成 29年 4月 24日付でソフトバンクグループインター

ナショナル合同会社へ吸収合併されました。これにより、ソフトバンクグループインターナショナル

合同会社が当社の大株主に該当することになりました。詳細につきましては、平成 29年 1月 25

日付「親会社及び主要株主である筆頭株主の異動に関するお知らせ」をご覧ください。 

 

2. 親会社のうち、上場会社に与える影響が最も大きいと認められる会社の名称及びその理由 

名称 理由 

ソフトバンクグループ株式会社 中間持ち株会社であるソフトバンクグループインターナショナル合

同会社を通じて最終的な影響力を行使し得る立場にあり、企業グ

ループとしての方向性を決定できる資本上位会社であるため。 

 

3. 親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等との関係 

 

当社の親会社であるソフトバンクグループ株式会社（以下「SBG」という。）を中心とする企業グループ

（以下「ソフトバンクグループ」という。）は、国内通信事業、スプリント事業、ヤフー事業、流通事業、アー

ム事業など、情報産業の中で様々な事業を行っております。当社は、ソフトバンクグループにおける ICT

サービス事業の中核会社として、デジタルマーケティングサービス、プラットフォームソリューションサービ

ス、クラウドシステムサービスを営んでおります。 

 



SBG及びソフトバンクグループインターナショナル合同会社は、上記のとおり当社の議決権を 54.6％

所有する親会社であり、多数株主としての権利行使を通じて、当社の経営判断に影響を及ぼし得る立場

にありますが、当社の事業展開にあたっては、当社独自の意思決定に基づき自ら経営責任を持ち事業

経営を行っており、一定の独立性が確保されていると考えております。 

 

また、監査体制等の強化を目的として、提出日現在において、SBGの関連事業室長が当社の監査役

に就任しております。役員の兼務状況は以下のとおりとなります。 

 

役職 氏名 親会社等又はそのグループ企業での主な役職 就任理由 

監査役 三村 一平 ソフトバンクグループ株式会社 関連事業室 室長 

ソフトバンク株式会社 財務統括 関連事業室 

室長 

株式会社ベクター 取締役 

サイジニア株式会社 監査役 

情報交換及び監査体

制等の強化のため当

社から就任を依頼 

 （注） 当社の取締役 6名、監査役４名のうち、親会社等との兼任役員は当該 1名のみであります。 

 

4．支配株主等との取引に関する事項 

 

該当事項はありません。 

 

5. 親会社との取引等を行う際における少数株主の保護の方策の履行状況 

 

当社の親会社等に対する売上の依存度は低く、他の取引相手同様に、案件に対する原価に販売費

及び一般管理費、適正利益、市場動向等を勘案して、販売価格を決定しております。また、価格条件の

算定及び決定についても、他の取引先と同様であります。 

 


